
≪施策の方向性≫

■ア．事業領域の拡大に向けた支援を強化・推進する

視点

1 4社/年 1社/年 0社/年 5社/年 △

2 -件/年 0件/年 0件/年 5件/年 △

3 241人/年 160人/年 253人/年 300人/年 ○

4 6件/年 4件/年 6件/年 7件/年 ○

■イ．市内企業の技術力・経営の向上と競争力の強化を図る

視点

1 -件 0件 0件 3件 △

2 -件/年 0件/年 0件/年 2件/年 △

3 -件/年 0件/年 0件/年 2件/年 △

4 -件/年 0件/年 0件/年 2件/年 △

≪重点方針の構成事業≫

8

1

内
訳

実施
事業数

未実施
事業数

○中小企業振興融資事業
【概要】市内の中小企業者に対し、円滑な事業資金の調達を支援する。
【実績】中小企業振興融資新規貸付発行件数168件　　貸付額803,822千円

○地元企業等連携・地域課題解決最終製品創出事業
【概要】地域ものづくり企業や地域工芸店の「ご当地性」と大手企業の「デザイン力・販売力」を融合した全
国に売れる日用品を創出する。
【実績】ご当地日用品販路拡大業務委託　1件　2,916,000円
　　　　地元企業等連携体日用品試作事業補助金　6件　7,132,209円

指標内容

新事業展開した企業数

ハンズオン支援事業計画件数

セミナー・事業相談参加人数

花巻サテライト共同研究数

9構成事業数

主
な
事
業

評価

新商品サービス開発件数（延べ件数）

新規プロジェクト件数

コンソーシアム※形成件数

※コンソーシアム：2つ以上の個人、企業、団体から成る団体であり、共同で何らかの目的に沿った活動を行ったり、
　　　　　　　　　共通の目標に向　かってリソース（目的を達するために役立つ、あるいは必要となる要素のこと）
　　　　　　　　　をプールする目的で結成される。

基準値
（Ｈ26）

重点方針①　　力強いものづくり産業の振興

実績値
（Ｈ27）

評価
目標値（ＫＰＩ）

（H31年度）

地域課題検討会議開催件数

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（KPI)
（H31年度）

実績値
（Ｈ28）

実績値
（Ｈ28）
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≪施策の方向性≫

■ア．訪日外国人観光客受け入れ増加対策を推進する

視点

1 15,000人 19,920人 27,965人 50,000人 ○

2 -回/年 1回/年 3回/年 5回/年 ○

3 3回/年 7回/年 8回/年 10回/年 ○

4 -回/年 0回/年 0回/年 3回/年 △

■イ．観光コンテンツの創出と活用を図る

視点

1 -件/年 1件/年 1件/年 1件/年 ◎

2 14団体/年 14団体/年 13団体/年 14団体/年 △

3 250日/年 269日/年 237日/年 350日/年 △

4 5回/年 9回/年 10回/年 10回/年 ◎

■ウ．広域観光ネットワークを拡充する

視点

1 7,000人/年 4,912人/年 4,889人/年 15,000人/年 △

2 160件/年 161件/年 167件/年 300件/年 ○

3 3市町村 7市町村 8市町村 5市町村 ◎

4 -部/年 8,000部/年 2,500部/年 2,000部/年 ◎

≪重点方針の構成事業≫

16

3

実施
事業数

未実施
事業数

○スポーツ大会・合宿誘致促進事業
【概要】交流人口の拡大を図るため、大規模スポーツ大会や合宿の誘致に向けた支援を行う。
【実績】全国規模のスポーツ大会誘致数15件、スポーツ合宿誘致件数6件、
　　　　大規模スポーツ大会等入込者数265,275人

○団体旅行貸切バスツアー支援事業（H28から実施）
【概要】貸切バス料金が値上がりしている現状を受け、主に関東方面からの貸切バスを利用する団体ツ
アーに対し、市内宿泊を条件とした助成を行う。
【実績】県外を発着地とし、往復ともに貸切バスを利用する20名以上の団体で、市内に１泊以上宿泊する
団体ツアーに対し、バス１台当たり30,000円を補助（127台　3,810,000円）

○広域観光推進事業
【概要】体験型観光事業の改良や新規開発、利用者が予約するシステムの開発、外国人対応のためのモ
ニター事業への支援を行う。
【実績】広域観光推進事業補助金　13件　18,754,572円

あったかいなはん号運行日数

観光キャンペーン実施回数

構成事業数 19

主
な
事
業

評価

広域周遊ツアー利用者数

広域周遊ツアー催行本数

連携する他市町村数

広域産業観光パンフ発行部数

指標内容

内
訳

訪日外国人観光客市内宿泊者数

海外での観光キャンペーン実施回数

海外の旅行会社を対象とした商談会へ
の参加回数

観光事業者向け訪日外国人観光客受
入研修会開催数

評価
目標値（ＫＰＩ）

（H31年度）

重点方針②　　インバウンドの推進と観光コンテンツの拡充

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

実績値
（Ｈ28）

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

祭事・イベント等支援団体数

実績値
（Ｈ28）

基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（KPI)
（H31年度）

目標値（KPI)
（H31年度）

評価

ロケ実施件数

実績値
（Ｈ28）
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≪施策の方向性≫

■ア．農業の担い手を育成・支援する

視点

1 61.1% 63.7% 65.2% 64.0% ◎

2 67.3% 67.3% 67.3% 68.4% ○

3 -件/年 2件/年 2件/年 15件/年 ○

4 11,830ha 12,234ha 12,279ha 12,086ha ◎

■イ．豊かな森林資源の活用に向けた取り組みを推進する

視点

1 21,988m3/年 37,571㎥/年 54,832㎥/年 37,300m3/年 ◎

2 372ha/年 421ha/年 228ha/年 550ha/年 △

3 105人/年 137人/年 180人/年 400人/年 ○

4 3回/年 3回/年 2回/年 5回/年 △

■ウ．安定した畜産経営を推進する

視点

1 24.1億円 26.0億円 27.2億円 28.0億円 ○

2 100％/年 94.3％/年 98.1％/年 100％/年 △

3 3件/年 17件/年 18件/年 3件/年 ◎

4 1件/年 2件/年 0件/年 1件/年 △

■エ．生産意欲を高める産業の付加価値化を進める

視点

1 4件 3件
3件

（H28：0件）
8件 △

2 9件 9件
9件

（H28：0件）
12件 ○

3 4件/年 0件/年 2件/年 6件/年 △

4 13人/年 11人/年 26人/年 20人/年 ◎

指標内容

6次産業化施設等整備件数

基準値
（Ｈ26）

6次産業化研修会（ワークショップ）
参加人数

実績値
（Ｈ27）

目標値（KPI)
（H31年度）

評価

6次産業化・地産地消法に基づく
事業計画達成件数（延べ件数）

6次産業化・地産地消法に基づく
事業計画認定件数（延べ件数）

目標値（KPI)
（H31年度）

評価

農業産出額（畜産計）

肉用繁殖牛・乳用牛への
ワクチン摂取率

基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ28）

実績値
（Ｈ28）

木材生産量

森林整備面積

植樹などの森林保護活動
イベント参加人数

植樹などの森林保護活動
イベント開催数

指標内容
実績値
（Ｈ27）

全農家の経営面積に占める
担い手の割合

水田整備率（※30a以上）

新規就農支援事業実施件数

日本型直接支払（多面的機能支払）
取組面積

評価
実績値
（Ｈ28）

重点方針③　　地域資源を活用した魅力ある農林業の推進

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（KPI)
（H31年度）

評価
実績値
（Ｈ28）

畜産基盤強化対策事業件数

畜産競争力強化整備事業件数
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≪重点方針の構成事業≫

22

4

構成事業数 26

主
な
事
業

○新規就農者支援事業
【概要】新規就農フェア等への参加による就農促進、生産資材費・農地賃借料への補助
や研修指導者への謝礼等新規就農に係る支援を行なう。
【実績】生産資材等への補助：1人、農業研修指導謝礼：2人、首都圏へのＰＲ：4回

○森林環境保全事業
【概要】松くい虫から民有林を守るため、駆除・樹幹注入等により、被害拡大の防止を図
る。
【実績】赤松枯損木伐倒駆除約1,071㎥、樹種転換7.24ha、薬剤樹幹注入ほか

○畜産基盤強化対策事業
【概要】簡易畜舎、畜舎の付帯設備に関連する新築並びに増築に対する補助、低コスト
生産機械の導入及び電機牧柵設置に対する支援を行なう。
【実績】簡易畜舎及び付帯設備4棟：699,716円、低コスト機械13台：1,869,205円、
　　　　 電気牧柵1件：67,237円

○有害鳥獣被害対策事業
【概要】農林水産物や人身に対する被害を防止するため、鳥獣被害対策を実施する。
【実績】被害防止計画対象鳥獣捕獲：1,687頭、電気柵設置補助：43件

内
訳

実施
事業数

未実施
事業数
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≪施策の方向性≫

■ア．求職者を支援するとともに、就業機会の拡大を図る

視点

1 51.1% 50.8% 45.4% 55.0% △

2 111人/年 97人/年 110人/年 130人/年 △

3 373人/年 248人/年 214人/年 400人/年 △

4 447人/年 543人/年 606人/年 500人/年 ◎

≪重点方針の構成事業≫

4

0

構成事業数 4

主
な
事
業

○就労支援事業
【概要】ジョブカフェはなまきの運営の充実を図る。
【実績】ジョブカフェはなまき延べ利用者数：1,430人、就職決定者数：110人

○職業人材育成事業（H28から実施）
【概要】県内トップの地元就職希望率に対応するため、地元高校生の就業率・就業定着率の向上を図る。
【実績】合同研修開催回数：1回（参加者25人）
　　　　 市内事業所説明会：1回（参加者321人）

内
訳

実施
事業数

未実施
事業数

就職率

ジョブカフェはなまきにおける就職
決定者数

合同就職ガイダンス参加者数

ジョブカフェはなまきにおける
キャリアカウンセリング件数

評価
実績値
（Ｈ28）

重点方針④　　産業を支える労働力の確保

指標内容
基準値
(H26)

実績値
（Ｈ27）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）
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≪施策の方向性≫

■ア．花巻市の魅力を発信する

視点

1 -人 0人 584人 700人 ○

2 -回 3回/年
5回/年

（H28：2回）
10回 ○

3 -人 91人
732人

（H28：641人）
900人 ○

4 -回 7回
14回

（H28：7回）
30回 ○

■イ．移住・定住の受け入れ環境を整備する

視点

1 -人 46人
74人

（H28：28人）
100人 ○

2 -人 5人
12人

（H28：7人）
25人 ○

3 -件 52件
99件

（H28：47件）
100件 ○

4 -回 0回 0回 30回 △

≪重点方針の構成事業≫

9

2

重点方針①　　移住・定住の推進

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

花巻市空き家バンク登録件数
（延べ件数）

移住体験事業実施回数（延べ回数）

市の施策を利用し転入した人数
（延べ人数）

地域おこし協力隊の受け入れ人数
（延べ人数）

構成事業数 11

主
な
事
業内

訳

実施
事業数

未実施
事業数

○シティプロモーション推進事業
【概要】首都圏でのイベント開催や、HP・SNS等により花巻の魅力を全国に情報発信する。
【実績】首都圏においてプロモーションイベントを開催したほか、市民ライターによるwebサイト「まきまき花
巻」を開設した。

○移住・定住促進等対策事業
【概要】花巻市内に所在する空き家を登録し、市内外に空き家情報を発信し利用の促進を図る。また空き
家バンク利用者の県外利用者に対して支援を行う。
【実績】市の移住支援策をＰＲし、移住支援策を利用した39名の方が花巻へ移住した。また、移住体験ツ
アーを東和地域で実施し、6名の方が参加した。

目標値（KPI)
（H31年度）

評価

花巻ファン獲得数（延べ人数）

花巻ゆかりのゲストスピーカーによる
イベント数（延べ回数）

シティプロモーションイベント参加者数
（延べ人数）

シティプロモーションイベント開催数
（延べ回数）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）

評価
実績値
（Ｈ28）

実績値
（Ｈ28）

4-6



≪施策の方向性≫

■ア．企業の拠点化を支援する

視点

1 0人/年 68人/年 27人/年 150人/年 ○

2 0円/年 5,750百万円/年 2,384百万円/年 230百万円/年 ◎

3

4 19件/年 11件/年 19件/年 30件/年 ○

■イ．UIJターン者の就業や起業を支援する

視点

1 -人/年 6人/年 10人/年 20人/年 ○

2

3 　-人 0人 0人 180人 △

4 -件 0人 0人 1件 △

≪重点方針の構成事業≫

3

4

重点方針②　　企業の拠点強化とUIJターン者の就労支援

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（KPI)
（H31年度）

評価
実績値
（Ｈ28）

企業立地促進制度を活用した新規立地
または増設による就業者数

企業立地促進制度を活用した
企業設備投資額

新規折衝件数

評価
実績値
（Ｈ28）

就業支援事業を利用したUIJターン者の
就業者数

UIJターンセンター登録者数（延べ人数）

UIJターンセンター設置件数

構成事業数 7

主
な
事
業

○企業誘致推進事業
【概要】工業団地等への企業誘致を進めるとともに、既立地企業の快適な企業活動、事業拡大を誘導す
る。
【実績】企業誘致活動：9,856千円、工業用地等環境整備：2,416千円、
　　　　 企業立地促進奨励事業補助金：361,295千円、流通業務施設立地奨励補助金：4,000千円

○就労支援事業
【概要】市内事業所に就業したUIJターン本人と、雇用した事業主にUIJターン者就業奨励金を交付する。
【実績】UIJターン者就業奨励金交付：UIJターン者本人 10件、UIJターン者を雇用した事業所 9件

内
訳

実施
事業数

未実施
事業数
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≪施策の方向性≫

■ア．若者の職業観を育成する

視点

1 -% 0% 0% 80.0% △

2 -社 0社 0社 20社 △

3 -人 0人 0人 20人 △

4 -回/年 0回/年 30回/年 30回/年 ◎

■イ．実践的なインターンシップに取り組む

視点

1 -人 0人 0人 20人 △

2 -社 0社 0社 10社 △

3

4 -回 0回 0回 10回 △

≪重点方針の構成事業≫

4

0

重点方針③　　地元学生等の定着推進

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（KPI)
（H31年度）

評価
実績値
（Ｈ28）

職業人講師人材バンクを活用した授業
による職業観の醸成が図られた人数の
割合

新たに職場体験を受け入れた事業者数
（延べ人数）

職業人講師人材バンク講師登録数
（延べ人数）

郷土愛に重きを置いたキャリア教育授
業の実施数

評価
実績値
（Ｈ28）

実践型インターンシップを行い地元就職
した人数（延べ人数）

実践型インターンシップ受入延べ企業数

実践型インターンシップ実施数
（延べ回数）

構成事業数 4

主
な
事
業

○奨学金活用人材確保支援事業（H28から実施）
【概要】若者の地元定着促進のため、市奨学金利用者への返還金の支援を行う。
【実績】交付対象者として3名を認定し、交付決定（補助金額：124千円）

○実践型インターンシップ事業（H28から実施）
【概要】学生が長期間にわたり企業と関係を持つ実践型のインターンシップを行う。
【実績】インターンシップ受入れ企業の掘り起こし調査を行い、3社の内諾を得た。

内
訳

実施
事業数

未実施
事業数
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≪施策の方向性≫

■ア．若い世代の結婚の希望をかなえる

視点

1 4組 1組 5組
（H28新規：4組）

29組 ○

2 -団体 2団体 2団体
（H28新規：0団体）

3団体 △

3

4 -組 0組 3組 15組 ○

■イ．妊娠・出産シーンを安心して迎えられる環境をつくる

視点

1 5.0% 8.4% 5.4% 4.5% △

2 88.8% 89.6% 88.2% 93.0% △

3 -人/年 4人/年 12人/年 20人/年 ○

4 -人/年 - - 90.0% ―

≪重点方針の構成事業≫

7

2

重点方針①　　結婚から出産へのライフステージへの支援

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）

実績値
（Ｈ28）

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（KPI)
（H31年度）

結婚活動支援団体等による成婚数

結婚活動支援団体の登録団体数

はなまき婚シェルジュの認定数

評価

評価

実績値
（Ｈ28）

構成事業数 9

主
な
事
業

○婚活支援団体育成事業
【概要】結婚活動支援団体の活動に対する支援を行なう。
【実績】花巻市結婚活動支援団体育成事業補助金の交付30,000円（成婚4組＝120千円）

○はなまき婚シェルジュ育成事業
【概要】縁結びを支援する市内の夫婦を対象とした結婚相談等の研修を開催し、「はなまき婚シェルジュ」
に認定する。
【実績】婚シェルジュ育成研修会（10回）、コンシェルジュ研修終了3組

○妊娠前相談事業
【概要】妊娠や女性のライフスタイルなど多様な悩みに対応するため、妊娠前相談を実施する。
【実績】助産師による相談12件（うち1件が妊娠につながっている）

内
訳

実施
事業数

未実施
事業数

赤ちゃん訪問でのEPDS※高得点者の
割合

7か月児健診において母の気持ちが「よ
い」人の割合

妊娠前相談を利用した人数

妊娠前相談を利用してよかったと感じた
人の割合

※EPDS：日本版エジンバラ産後うつ病自己評価（Edinburgh Postnatal Depression Scale）で、国際的にも広く普及した産後うつ病の
　　　　　　スクリーニング・テスト。合計得点は最低0点、最高30点となり、得点が高いほど抑うつ重症度が高くなる。
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≪施策の方向性≫

■ア．子育てと仕事を両立できる環境をつくる

視点

1 20.1%
（平成27年）

20.1%
（平成27年）

23.0%
（平成28年）

30.0% ○

2

3 -社 0社 0社 45社 △

4 -人 0人 0人 90人 △

≪重点方針の構成事業≫

1

2

重点方針②　　結婚・子育てしやすい、ワーク・ライフ・バランスの実現

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）

実績値
（Ｈ28）

評価

「ワーク・ライフ・バランス」に取り組む
市内企業の割合

講座受講企業数
（婚活・育児支援実践企業の延べ社数）

講座受講者数
（カジメン普及者の延べ人数）

構成事業数 3

主
な
事
業内

訳

実施
事業数

未実施
事業数

○ワーク・ライフ・バランス啓発推進事業
【概要】市民や事業所を対象としたワーク・ライフ・バランスに関する意識啓発イベントを実施する。
【実績】推進員報酬等376,000円
　　　　 講師謝礼等45,584円
　　　　 講師等旅費245,840円
　　　　 消耗品等620,002円
　　　　 花巻市地域婦人団体協議会事業補助金700,000円
※ワーク・ライフ・バランス啓発推進事業は、男女共同参画推進事業の一部。H28は、学習講座全3回、講
演会等を実施。
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≪施策の方向性≫

■ア．子どもの健康を守り、地域ぐるみの子育てを支援する

視点

1 57.7％
（平成25年）

56.6%
（平成26年）

55.1%
（平成27年）

60.7% △

2 14団体 14団体 15団体 18団体 ○

3 2,411件/年 1,659件/年 1,863件/年 2,500件/年 △

4 4,611件/年 4,586件/年 4,894件/年 4,700件/年 ◎

■イ．就学前後における、きめ細やかな教育支援・発達支援を推進する

視点

1 82.5%
（平成25年）

82.9% 83.3% 85.0% ○

2 78.3%
（平成25年）

77.1% 75.9% 80.0% △

3

4
　小 52.6％
　中 81.8％

小 36.8％
中 27.3％

小 68.4％
中 54.5％

小100％
中100％

△

≪重点方針の構成事業≫

24

2

重点方針③　　次代を担う子どもたちが、健やかに育つための保育・教育環境の充実

小学校入門期（小学校1年生の4～5月）
における学校生活への適応率

基本的生活習慣が身についている
子どもの割合

実績値
（Ｈ28）

第2子以降の出生率

子育て支援団体数（市地域子育て支援
情報ネットワーク事業登録数）

ファミリーサポートセンター
年間利用件数

子育て支援センターにおける育児相談
件数

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）

評価

内
訳

実施
事業数

未実施
事業数

○第3子以降保育料負担軽減事業
【概要】第3子以降の保育料の負担軽減を図る。
【実績】①幼稚園：38人、1,744千円
　　　　 ②保育所：188人、26,457千円
　　　　 ③認可外保育施設：17人2,587千円

○保育サービス向上支援事業
【概要】認可外保育施設入所児童の健康診断費を補助する。
【実績】実施施設5施設、受診児童述べ298人受診、補助額402千円

○ふるさと保育士確保事業（H28から実施）
【概要】奨学金を利用・就学し、市内保育所の保育士となった場合に、返還金の一部を免除する。
【実績】交付対象者として4名を認定・交付決定（補助金額：171千円）

評価

構成事業数 26

主
な
事
業

個別の教育支援計画作成の割合

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（KPI)
（H31年度）

実績値
（Ｈ28）
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≪施策の方向性≫

■ア．持続可能な賑わいのある都市構造を再構築する

視点

1 56.4% 57.5% 56.3% 60.0% △

2 1団体 1団体 2団体
（H28新規：1団体）

4団体 ○

3 1件 1件 2件
（H28新規：1件）

10件 ○

4 4回 7回
8回

（H28：1回）
10回 ○

■イ．生活基盤施設の計画的な再整備と維持管理を推進する

視点

1 56.2% 55.9% 62.3% 64.0% ○

2 55.9% 55.9% 56.0% 56.9% ○

3 51.7% 52.0% 52.1% 52.7% ○

4 76.0% 77.0% 78.2% 82.6% ○

≪重点方針の構成事業≫

14

1

実績値
（Ｈ28）

実績値
（Ｈ28）

重点方針①　　まちなか再生と、利便性の高い快適な暮らしを実現する生活基盤の整備

評価指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（KPI)
（H31年度）

市内での買い物の満足度
（まちづくり市民アンケート）

リノベーションに取り組む組織数

遊休不動産のまちづくり活用件数

まちづくりセミナー実施回数
（平成26年度以降累計）

評価指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）

生活基盤施設整備の満足度
（まちづくり市民アンケート）

市道改良率

市道舗装率

水洗化人口割合

構成事業数 15

主
な
事
業

内
訳

実施
事業数

未実施
事業数

○リノベーションまちづくり事業
【概要】新たな街づくり手法として、リノベーションまちづくり、家守事業等を推進する。
【実績】ビルオーナー等勧誘事業、資産運用セミナー1回開催

○道の駅整備調査事業（H28実施）
【概要】道の駅を核とした地域の連携強化を図るため、設置に向けた検討を行う。
【実績】花巻市「（仮称）西南道の駅」整備検討委員会開催（４回）
　　　　 花巻市「（仮称）西南道の駅」基本構想策定

○生活道路整備事業
【概要】安全で快適な道路網を構築するため、市道の新設改良や現道舗装、都市計画道路の整備等を行
う。
【実績】新設改良47路線、現道舗装16路線、側溝整備7路線、雪寒対策1路線の整備
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≪施策の方向性≫

■ア．地域に誇りを持ち愛着を育む

視点

1 83.6% 79.7% 82.4% 90.0% △

2 122人/年 118人/年 118人/年 150人/年 △

3 702人/年 763人/年 686人/年 900人/年 △

4 46回/年 49回/年 43回/年 55回/年 △

■イ．多くの市民が自主的にまちづくりを進める環境をつくる

視点

1 -回 1回
3回

（H28：2回）
30回 ○

2 -人 5人
59人

(H28：54人）
12人 ◎

3 -人/年 76人/年 135人/年 27人/年 ◎

4 -回/年 1回/年 2回/年 5回/年 ○

≪重点方針の構成事業≫

12

1

コミュニティ会議における「地域の多くの
住民が地域課題の解決に向けて取り組
む会議」の開催数（延べ回数）

地域づくりにおけるファシリテーター的人
材の育成人数（延べ人数）

コミュニティ会議における「地域の多くの
住民が地域課題の解決に向けて取り組
むための人材育成研修会」への参加者
数

コミュニティ会議における「地域の多くの
住民が地域課題の解決に向けて取り組
むための人材育成研修会」の開催数

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（KPI)
（H31年度）

評価
実績値
（Ｈ28）

市民講座等参加者満足度

市民講師等登録者数

市民講座等参加者数

市民講座等開催回数

実績値
（Ｈ28）

構成事業数 13

重点方針②　　地域で学び育て、自主的に進めるまちづくり

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）

評価

主
な
事
業

内
訳

実施
事業数

未実施
事業数

○青少年活動推進事業
【概要】子どものふるさとを愛する心を涵養するため、児童を対象とした体験活動プログラムを実施する。
【実績】
①青少年体験活動654千円、 こどもの集い開催（参加者17人）、はなまき！おもしろ探検隊開催（参加者
96人）
②青少年関係団体への補助390千円、青少年育成に取り組む団体への活動費補助（交付先：ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ
岩手県第5団、花巻少年少女発明ｸﾗﾌﾞ、花巻市青少年育成市民会議）
③成人式開催1,630千円、成人の意義を改めて考え、新成人を祝うとともに、郷土の素晴らしさを認識する
機会として開催（参加者：847人）

○地域を豊かにするデマンドシステムの検討
【概要】ICT等の新たな技術による多様なサービスを可能とする予約応答型乗合交通を検討する。
【実績】当日予約が可能な新たなデマンドシステムをH29.2.1から石鳥谷地域に導入した。
　　　　 一時導入経費1,896,884円、運行補助金（H29.2月～3月）1,693,914円

4-13



≪施策の方向性≫

■ア．地域の防災力を向上するとともに、情報を確実に市民へ伝達する

視点

1 4回/年 4回/年 4回/年 4回/年 ◎

2 90.0% 91.7% 91.7% 100% ○

3 1,916人
(平成27年4月1日)

1,933人
(平成28年3月31日)

1,920人
(平成29年3月31日)

1,916人 ◎

4 4回/年 4回/年 4回/年 4回/年 ◎

≪重点方針の構成事業≫

6

0

○消防団応援事業
【概要】消防団員への優遇措置により、新入団員の入団促進を図る。
【実績】消防団応援事業を開始（平成28年度末：公共施設16施設、一般事業所122施設登録）

○自主防災組織支援事業
【概要】地域住民による自主的な防災活動を促進するため、自主防災組織の活動と未組織地域における
設立を支援する。
【実績】
①自主防災組織結成（1行政区）
②講師派遣22回
③コミュニティ助成事業採択1件

構成事業数 6

主
な
事
業内

訳

実施
事業数

未実施
事業数

防災訓練の回数（市、消防、消防団、自
主防との合同訓練回数）

自主防災組織の結成率

消防団員数

消防団員の勧誘キャンペーン回数

実績値
（Ｈ28）

重点方針③　　防災危機管理体制の充実

指標内容
基準値
（Ｈ26）

実績値
（Ｈ27）

目標値（ＫＰＩ）
（H31年度）

評価
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